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良質で高度な医療を提供し、住民に愛される病院を目指します。
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産婦人科　 医長

那須　洋紀

医学博士
日本産科婦人科学会指導医・専門医
日本婦人科腫瘍学会婦人科腫瘍専門医
日本女性医学会女性ヘルスケア指導医・専門医
日本産科婦人科内視鏡学会腹腔鏡技術認定医
日本臨床細胞学会細胞診専門医
日本がん治療認定医
da Vinci certificate

ロボット支援下子宮全摘術の開始と
その利点

2024 年 7 月より当科において良性子宮疾
患を対象にロボット支援下子宮全摘術を開
始しました。ロボットを用いることで従来
の腹腔鏡手術と比較してぶれのない拡大視
野でより繊細な手術が可能です。術後の疼
痛は軽微で術後の回復も早いことから腹腔
鏡手術からロボット手術への移行が進みつ
つあります。

婦人科領域における
ロボット手術の現状と展望

婦人科領域では早期子宮体癌に対するロ
ボット支援下子宮悪性腫瘍手術、骨盤臓器
脱に対するロボット支援下仙骨腟固定術お
よび腟断端挙上術が保険収載されておりま
す。まずは子宮筋腫をはじめとした良性疾
患を対象にロボット支援下子宮全摘術の実
績を積み、安全性を担保した上で徐々に適
応を拡大していく所存です。
有明医療圏で婦人科領域のロボット支援下
手術が可能な施設は当院のみであり、地域
住民の方々に安全で身体の負担が少ない最
新の治療が提供できるように努力を重ねて
参ります。



ロボット支援手術を導入してから１年が経過し、当院の医療は新たな高みへと進化を遂げました。この先進的な技術
により、外科および泌尿器科で多くの患者さんに高度な治療を提供することができました。さらに、2024年７月からは
産婦人科でもロボット支援手術が始まり、さらなる医療の進化を目指しています。今号では、各診療科の実績とこれ
からの展望を紹介します。共に歩む地域医療の今後に、どうぞご注目ください。

地域とともに歩む：ロボット支援手術の1年とこれから

着実に実績を伸ばしたロボット支援手術

当院では 2023 年５月より大腸癌切除術にロ
ボット支援手術を導入いたしました。2024 年
３月末までに 40 例（結腸 :18 例、直腸 :22 例）
に施行しております。再手術となるような症
例は認めず、安全に運用できております。
とくに狭い骨盤内での操作が必要となる直腸
癌手術では今までの腹腔鏡手術では得られな
かった良好な視野、操作性を感じておりま
す。現在、術者は日本内視鏡外科学会 技術
認定医の資格を持つ２名で行っております
が、今後は術者も増やしていく予定です。
胃癌も開始

2024 年６月からは胃癌の切除術においてもロ
ボット支援手術を導入しており、まだ数例です
が良好な経過をとられております。ロボット支
援胃切除術は通常の腹腔鏡下胃切除術より合
併症が減少させることが示されています。当院
は日本胃癌学会認定施設も取得しており、より
いっそう胃癌診療に力を注いで行きます。

RARPによる前立腺癌治療の進展

2023年６月から2024年６月までに当科で
前立腺癌に対してロボット支援腹腔鏡下前
立腺全摘除術（RARP）を計20例施行しま
した。
手術時間は5時間程度、出血量は300ml以
下、術後尿失禁もパッド1枚程度、術後10日
以内に退院可能でした。
RARPは安全かつ正確に施行できる術式であ
り今後症例数を伸ばしていきたいと考えて
います。
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村上　直孝 Naotaka Murakami

医学博士
日本外科学会指導医・専門医
日本消化器外科学会指導医・専門医
日本消化器内視鏡学会指導医・専門医
日本ロボット外科学会専門医
日本内視鏡外科学会技術認定医・
　　  ロボット支援手術プロクター
日本がん治療認定医機構がん治療認定医
日本臨床外科学会評議員
日本内視鏡外科学会評議員
日本胃癌学会代議員
九州外科学会評議員

四方田　隆任 Takatou Yomoda

医学博士
日本外科学会専門医
日本消化器外科学会専門医
消化器がん外科治療認定医
日本がん治療認定医機構がん治療認定医
日本内視鏡外科学会技術認定医
日本大腸肛門病学会専門医
日本麻酔学会標榜医
da Vinci certificate

泌尿器科 部長

熊谷　壽二

日本泌尿器科学会専門医
日本泌尿器科学会指導医
日本泌尿器科内視鏡学会会員
da Vinci certificate

当院ではより侵襲の少ない手術法として積極的
に腹腔鏡手術を行ってきました。今後はさらに
ロボット支援手術の割合を増やしていきます。
これからも、良質で高度な医療を提供し、
住民に愛される病院を目指していきます。

外科  医長



ロボット支援手術を導入してから１年が経過し、当院の医療は新たな高みへと進化を遂げました。この先進的な技術
により、外科および泌尿器科で多くの患者さんに高度な治療を提供することができました。さらに、2024年７月からは
産婦人科でもロボット支援手術が始まり、さらなる医療の進化を目指しています。今号では、各診療科の実績とこれ
からの展望を紹介します。共に歩む地域医療の今後に、どうぞご注目ください。

地域とともに歩む：ロボット支援手術の1年とこれから

着実に実績を伸ばしたロボット支援手術

当院では 2023 年５月より大腸癌切除術にロ
ボット支援手術を導入いたしました。2024 年
３月末までに 40 例（結腸 :18 例、直腸 :22 例）
に施行しております。再手術となるような症
例は認めず、安全に運用できております。
とくに狭い骨盤内での操作が必要となる直腸
癌手術では今までの腹腔鏡手術では得られな
かった良好な視野、操作性を感じておりま
す。現在、術者は日本内視鏡外科学会 技術
認定医の資格を持つ２名で行っております
が、今後は術者も増やしていく予定です。
胃癌も開始

2024 年６月からは胃癌の切除術においてもロ
ボット支援手術を導入しており、まだ数例です
が良好な経過をとられております。ロボット支
援胃切除術は通常の腹腔鏡下胃切除術より合
併症が減少させることが示されています。当院
は日本胃癌学会認定施設も取得しており、より
いっそう胃癌診療に力を注いで行きます。

RARPによる前立腺癌治療の進展

2023年６月から2024年６月までに当科で
前立腺癌に対してロボット支援腹腔鏡下前
立腺全摘除術（RARP）を計20例施行しま
した。
手術時間は5時間程度、出血量は300ml以
下、術後尿失禁もパッド1枚程度、術後10日
以内に退院可能でした。
RARPは安全かつ正確に施行できる術式であ
り今後症例数を伸ばしていきたいと考えて
います。
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外科  部長・栄養科  部長

村上　直孝
医学博士
日本外科学会指導医・専門医
日本消化器外科学会指導医・専門医
日本消化器内視鏡学会指導医・専門医
日本ロボット外科学会専門医
日本内視鏡外科学会技術認定医・
　　  ロボット支援手術プロクター
日本がん治療認定医機構がん治療認定医
日本臨床外科学会評議員
日本内視鏡外科学会評議員
日本胃癌学会代議員
九州外科学会評議員

四方田　隆任

医学博士
日本外科学会専門医
日本消化器外科学会専門医
消化器がん外科治療認定医
日本がん治療認定医機構がん治療認定医
日本内視鏡外科学会技術認定医
日本大腸肛門病学会専門医
日本麻酔学会標榜医
da Vinci certificate

泌尿器科 部長

熊谷　壽二 Hisaji Kumagae

日本泌尿器科学会専門医
日本泌尿器科学会指導医
日本泌尿器科内視鏡学会会員
da Vinci certificate

当院ではより侵襲の少ない手術法として積極的
に腹腔鏡手術を行ってきました。今後はさらに
ロボット支援手術の割合を増やしていきます。
これからも、良質で高度な医療を提供し、
住民に愛される病院を目指していきます。

外科  医長
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良質で高度な医療を提供し、住民に愛される病院を目指します。
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産婦人科　 医長

那須　洋紀 Hiroki Nasu

医学博士
日本産科婦人科学会指導医・専門医
日本婦人科腫瘍学会婦人科腫瘍専門医
日本女性医学会女性ヘルスケア指導医・専門医
日本産科婦人科内視鏡学会腹腔鏡技術認定医
日本臨床細胞学会細胞診専門医
日本がん治療認定医
da Vinci certificate

ロボット支援下子宮全摘術の開始と
その利点

2024 年 7 月より当科において良性子宮疾
患を対象にロボット支援下子宮全摘術を開
始しました。ロボットを用いることで従来
の腹腔鏡手術と比較してぶれのない拡大視
野でより繊細な手術が可能です。術後の疼
痛は軽微で術後の回復も早いことから腹腔
鏡手術からロボット手術への移行が進みつ
つあります。

婦人科領域における
ロボット手術の現状と展望

婦人科領域では早期子宮体癌に対するロ
ボット支援下子宮悪性腫瘍手術、骨盤臓器
脱に対するロボット支援下仙骨腟固定術お
よび腟断端挙上術が保険収載されておりま
す。まずは子宮筋腫をはじめとした良性疾
患を対象にロボット支援下子宮全摘術の実
績を積み、安全性を担保した上で徐々に適
応を拡大していく所存です。
有明医療圏で婦人科領域のロボット支援下
手術が可能な施設は当院のみであり、地域
住民の方々に安全で身体の負担が少ない最
新の治療が提供できるように努力を重ねて
参ります。


